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体的な力から構成された（表１）。この愛媛大学独自の能
力の枠組みを検討するにあたっては，ブルームの教育目標
分類学，中央教育審議会答申「学士課程教育の構築に向け
て」において提案された学士力，経済産業省が提唱する社
会人基礎力なども参考にされている（松本　2013）。また，
2012年7月11日の教育研究評議会資料では，愛大学生コン
ピテンシーと各学部のディプロマ・ポリシー，共通教育で
定められていた学士基礎力，準正課教育，正課外活動との
関係が明記されており，既存の教育および学生支援との整
合性も考慮して作成されている。

３．外部環境の変化

　2012年の時点で幅広い能力から構成される愛大学生コン
ピテンシーを大学全体として策定したのは，先進的な事例
であった。しかし，その後は卒業時に身につける幅広い能
力を策定する大学も増加し，それらを全学のディプロマ・
ポリシーとして位置づける大学も見られる。
　その背景には，専門分野の知識習得だけでなく，社会で
活躍できる幅広い能力の獲得も大学教育に要請されるよう
になってきた環境変化がある。大学教育に関わる政策文書
において，大学教育の成果に関する可視化や質保証が重要
視されるようになるとともに，汎用的能力，非認知能力，
コンピテンシー，トランスファラブルスキルといった用語
が各大学の実践の場において使用されることが多くなった。

１．はじめに

　2012年に策定された愛大学生コンピテンシーは，愛媛大
学のすべての学生が卒業時に身につけていることを期待す
る能力を整理したものであり，愛媛大学の教育の重要な全
学的指針である。その愛大学生コンピテンシーが，2024年
度から改訂されることになった。
　本稿では，愛大学生コンピテンシーはどのような背景と
プロセスで改訂されたのか，そして変更する際にはどのよ
うな論点があったのかを整理し，残された課題を明らかに
することを目的とする。

２．愛大学生コンピテンシーとは

　愛大学生コンピテンシーは，2012年7月の教育研究評議
会において策定された。愛大学生コンピテンシーは，愛媛
大学の学生が目指すべき方向目標を示したものである（松
本　2013）。幅広い能力から構成される愛大学生コンピテ
ンシーは，正課教育だけでなく，各種教育プログラムや留
学などの準正課教育，ボランティア活動やサークル活動な
どの正課外活動も含めた大学生活全体の活動によって身に
つくものとして設定された。そのため，卒業時に達成が求
められる到達目標とは区別して，方向目標という表現が使
用された。
　当時の愛大学生コンピテンシーは，5つの能力と12の具
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　このような教育観の変化は，教育方法や教育評価にも影
響を与えている。教育方法については，アクティブ・ラー
ニングなどの幅広い能力が獲得できる各種技法がＦＤなど
を通して教員間に共有されるようになった。教育評価につ
いても，幅広い能力の獲得を評価する方法として，パフォー
マンス評価，実技テスト，ポートフォリオ，ルーブリック
を活用した評価などが広く共有されるようになった。

４．愛媛大学の中の位置づけの変化

　制定後の愛大学生コンピテンシーは，愛媛大学の中にお
ける位置づけも変化してきた。ここではいくつかの側面に
分けて愛大学生コンピテンシーの位置づけの変化を整理す

る。

⑴　愛媛大学憲章との関連性

　その一つは，愛媛大学憲章と愛大学生コンピテンシーの
関連性の強化である。2015年9月の教育研究評議会におい
て愛媛大学憲章は改訂されることになった。改訂された愛
媛大学憲章において，「愛媛大学は，正課教育，準正課教
育，正課外活動を通して，知識や技能を適切に運用する能
力，論理的に思考し判断する能力，多様な人とコミュニケー
ションする能力，自立した個人として生きていく能力，組
織や社会の一員として生きていく能力を育成する。」とい
う文章が追加された。愛大学生コンピテンシーの５つの能
力が愛媛大学憲章において示されたのである。

表１　2012年の策定時の愛大学生コンピテンシー

Ⅰ．知識や技能を適切
に運用する能力

１．必要な情報を収集・整理できる
２．個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得できる
３．習得した知識や技能を基に自分の考えを組み立て，適切に表現（記述・口述）できる

Ⅱ．論理的に思考し判
断する能力

４．広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈できる
　　（例：クリティカル・シンキング／創造的思考）
５．科学的根拠に基づき判断し，解決策を提示できる
　　（例：意思決定・判断力／課題探求・発見・解決力）

Ⅲ．多様な人とコミュ
ニケーションする能
力

６．様々な状況に応じて適切な対話・討論ができる
　　（例：ダイアローグ／ディスカッション／プレゼンテーション）
７．目的達成のために多様な人と協働できる
　　（例：協調性／チームワーク／リーダーシップ）

Ⅳ．自立した個人とし
て生きていく能力

８．自らの個性や適性を活かして行動できる
　　（例：自己理解／自己決断／リフレクション）
９．社会的関係の中で自分の行動を調整できる
　　（例：順応性／セルフマネジメント／規範遵守）

Ⅴ．組織や社会の一員
として生きていく能
力

10．他者を理解し，他者のために役立つことができる
　　（例：「お接待」の心／ホスピタリティ）
11．集団・組織の一員として自覚と誇りをもって行動できる
　　（例：責任感／連帯感／帰属意識／愛校心）
12．地域の課題を，地球規模で考え，解決に向けて貢献できる
　　（例：社会貢献／グローカルマインド）

表２　2024年度からの愛大学生コンピテンシー

Ⅰ．知識や技能を適切
に運用する能力

１．個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得できる
２．習得した知識や技能を基に自分の考えを組み立て，適切に表現できる

Ⅱ．論理的に思考し判
断する能力

３．広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈できる
　　（例：クリティカル・シンキング／創造的思考）
４．客観的根拠に基づき判断し，解決策を提示できる
　　（例：意思決定・判断力／課題発見・解決力）

Ⅲ．多様な人と協働す
る能力

５．様々な状況に応じて適切なコミュニケーションができる
　　（例：傾聴／対話／ディスカッション／プレゼンテーション）
６．目的達成のために多様な人と協働できる
　　（例：協調性／多様性の尊重／ホスピタリティ）

Ⅳ．自立した個人とし
て生きていく能力

７．自らの個性や適性を活かして行動できる
　　（例：自己理解／自己決断／自己省察／生涯学び続ける姿勢）
８．社会的関係の中で自分の行動を調整できる
　　（例：規範遵守／セルフマネジメント／レジリエンス）

Ⅴ．組織や社会を牽引
する能力

９．集団・組織の一員として自覚と誇りをもって行動できる
　　（例：責任感／連帯感／帰属意識／リーダーシップ）
10．地域や国内外の課題に関心をもち，よりよい未来に向けて貢献できる
　　（例：未来思考／国際性／社会貢献／アントレプレナーシップ）
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⑵　カリキュラムとの関連性

　愛大学生コンピテンシーとカリキュラムの関連性も高め
られた。2016年度のカリキュラムから，教員がシラバスを
登録する際に担当授業が愛大学生コンピテンシーのどの力
の習得につながるのかをチェックする項目が設けられるこ
とになった。
　共通教育については愛大学生コンピテンシーとの対応に
加えて，共通教育の教育理念である基本姿勢，基本的コミュ
ニケーション力，基本技能，基礎知識，基本的思考力から
構成される愛媛大学が独自に定めた学士基礎力との対応が
重視されていた。しかし，2025年度から導入される新しい
共通教育カリキュラムにおいては，学士基礎力を廃止し，
愛大学生コンピテンシーを共通教育の教育理念として位置
づけることになった。
　また，共通教育の必修科目である新入生セミナーや社会
力入門では，授業の中で愛大学生コンピテンシーを紹介し
たり，学生が愛大学生コンピテンシーの習得の状況を確認
したりする機会も提供されることになった。

⑶　中期目標・中期計画における活用

　愛媛大学の中期目標・中期計画において愛大学生コンピ
テンシーが活用されるようになった。2016年度から始まる
第３期の中期目標・中期計画では，大学の基本的な目標と
して，「愛媛大学の全学生に期待される能力「愛大学生コ
ンピテンシー」を卒業・修了時までに習得させるため，教
育環境の整備と学生支援体制の強化を図る。」という文章
が加えられた。そして，愛大学生コンピテンシーの習得率
を90％以上，企業の採用担当者等からの本学の卒業生に対
する肯定的な評価を80％以上にするという中期計画が定め
られた。
　2022年度から始まる第４期の中期目標・中期計画では，
大学の基本的な目標として，「「愛大学生コンピテンシー」

で示された汎用的能力と専門分野で身につけるべき能力を
習得できる体制を強化し，志を持ち未来を切り拓くことが
できる自立した人材を輩出する。」という文章が加えられ
た。そして，卒業予定者アンケートにおいて，ディプロマ・
ポリシーに基づく学習成果を習得したと回答した学生の割
合を第４期中期目標期間末までに，85％以上にするという
評価指標が定められた。この評価指標では，各学部などの
ディプロマ・ポリシーに基づく学習成果に加えて，愛大学
生コンピテンシーの習得率が活用されている。

⑷　学生の習得度の把握

　愛大学生コンピテンシーは大学の中期計画において位置
づけられることになり，学生の習得度を把握することが進
められた。2014年度の卒業予定者アンケートから愛大学生
コンピテンシーの個々の力の習得度を収集することになっ
た。また，第３期の中期目標期間において，企業の採用担
当者等による愛媛大学の卒業生の愛大学生コンピテンシー
の習得率も収集することになった。さらに，各学年の学生
を対象とした学年末アンケートや卒業後３年経過した追跡
調査アンケートにおいても，愛大学生コンピテンシーが示
す力の習得度を収集することになった。
　このような愛大学生コンピテンシーの習得度を把握する
ことで，経年変化を確認することや，愛大学生コンピテン
シーの習得度の高い学生にはどのような特徴があるのかと
いった分析が可能になった。

⑸　習得度の学外への公表

　愛大学生コンピテンシーの習得率が大学の中期計画にお
ける評価指標となったため，「平成28事業年度に係る業務
の実績に関する報告書」から愛大学生コンピテンシーの習
得率が学外に公表されるようになった。
　また，2021年9月8日の教育研究評議会議において，「愛

表３　卒業時の愛大学生コンピテンシーの習得状況

習得率
必要な情報を収集・整理できる 97.5％
個別の知識や技能を相互に関連づけながら習得できる 95.6％
習得した知識や技能を基に自分の考えを組み立て，適切に表現（記述・口述）できる 95.4％
広い視野と論理的思考に基づき分析・解釈できる 95.6％
科学的根拠に基づき判断し，解決策を提示できる 95.9％
様々な状況に応じて適切な対話・討論ができる 93.5％
目的達成のために多様な人と協働できる 93.9％
自らの個性や適性を活かして行動できる 92.0％
社会的関係の中で自分の行動を調整できる 95.0％
他者を理解し，他者のために役立つことができる 94.9％
集団・組織の一員として自覚と誇りをもって行動できる 92.9％
地域や国内外の課題を⾃ら考察し，解決に向けて⾏動できる 78.1％

　注）習得率は，2023年の卒業予定者アンケートにおいて個々の力に対して習得したと回答した学生の比率
　出所　愛媛大学教育・学生支援機構（2024）「令和５年度 愛媛大学卒業予定者アンケート調査報告書」



4 大学教育実践ジャーナル　第24号　2025

中井　俊樹

媛大学の教育の内部質保証に係る基本方針」に基づき，教
育・学生支援機構で実施している新入生アンケート，前学
期末アンケート，後学期末アンケート，卒業予定者アンケー
ト及び大学院修了予定者アンケートの集計結果を公表する
ことになった。そして，2021年度の卒業予定者アンケート
の結果から，愛大学生コンピテンシーの習得率が教育企画
室ウェブサイトで公開することになった。

⑹　大学院生の汎用的能力との整理

　2022年には，大学院生が修了後に社会で活躍するための
幅広い汎用的な能力として，リーダーシップ，コミュニケー
ション，問題解決，キャリア形成，倫理の5つの能力から
構成される愛大トランスファラブルスキルが制定された。
　大学院教育においても幅広い能力の獲得の重要性を示す
とともに，愛大学生コンピテンシーの大学院版として愛大
トランスファラブルスキルが整理されることになった。

５．2018年度の愛大学生コンピテンシーの
改訂

　愛大学生コンピテンシーは，2018年に改訂を行っている。
この時の改訂は，主に2点である。第一に，力５の文言の
修正である。「科学的根拠に基づき判断し，解決策を提示
できる」が「客観的根拠に基づき判断し，解決策を提示で
きる」に変更された。学生のアンケートを通して，「科学
的根拠」という表現が文系の学生にとっては身近に感じら
れないことが明らかになったため，意図が伝わるように変
更された。
　第二に，コンピテンシーの力１２の文言の修正である。「地
域の課題を，地球規模で考え，解決に向けて貢献できる」
が「地域や国内外の課題を多様な観点から考察し，解決に
向けて主体的に参画できる」に変更された。学生のアンケー
トを通して，「地域の課題を，地球規模で考え，解決に向
けて貢献できる」という表現の示す内容が理解しにくいこ
とが明らかになったためである。また，具体的な活動が
わかるように例示として，国内外でのボランティア活動・
フィールドワーク，留学が追加された。
　2018年の改訂は，愛大学生コンピテンシーを学生により
伝わりやすい表現に変更したものであり，大きな見直しで
はなく文章表現の修正の範囲であったと言える。

６．今回の愛大学生コンピテンシーの改訂

　今回の愛大学生コンピテンシーの改訂は，教育・学生支
援機構内での議論，教育・学生支援機構と各学部との意見
交換，部局長協議会，教育学生支援会議などの各種会議な
どで議論され，2023年7月の教育研究評議会において改
訂が承認され，2024年4月から適用されることになった。

2024年度からの愛大学生コンピテンシーは表２および資料
１の通りである。
　大きな変更点は以下の通りである。まずは，これまでの
５つの能力と１２の力が，５つの能力と１０の力に整理され
た。能力については，「多様な人とコミュニケーションす
る能力」が「多様な人と協働する能力」に，「組織や社会
の一員として生きていく能力」が「組織や社会を牽引する
能力」に変更された。力については，「様々な状況に応じ
て適切な対話・討論ができる」が「様々な状況に応じて適
切なコミュニケーションができる」に，「地域や国内外の
課題を自ら考察し，解決に向けて行動できる」が「地域や
国内外の課題に関心をもち，よりよい未来に向けて貢献で
きる」に変更された。一方，「必要な情報を収集・整理で
きる」と「他者を理解し，他者のために役立つことができ
る」は，１２の力を１０の力に整理される過程で削除となった。
また，例示として，多様性の尊重，自己省察，生涯学び続
ける姿勢，レジリエンス，未来思考，国際性，アントレプ
レナーシップといった新しい用語が加えられた。

７．愛大学生コンピテンシーの改訂におけ
る論点

　愛大学生コンピテンシーの改訂はさまざまな会議などで
議論が重ねられた。議論になった主な論点を以下に整理し
たい。

⑴　社会の変化への対応

　今回の愛大学生コンピテンシーの改訂にあたって，2012
年に制定された愛大学生コンピテンシーが社会の変化に十
分に対応できていないのではないかという議論があった。
急速な少子高齢化，デジタル技術の進展，グローバリゼー
ションの進展などに加えて，大学教育に大きな影響を与え
たコロナ禍も経験することになった。このように社会が急
激に変化し予測不可能な時代において，力強く生きていく
卒業生像が求められていたと言える。
　それを象徴するものは，能力の一つである「組織や社会
の一員として生きていく能力」を「組織や社会を牽引する
能力」に変更した点にある。牽引というこれまでに使用さ
れていない力強い言葉が学生に期待する能力に加えられ
た。
　この変更については，会議などで否定的な意見も寄せら
れた。卒業生全員に牽引する能力を身につけさせる必要が
あるのかという意見や，社会は牽引する能力を持つ人だけ
では成り立たずサポートする人も必要であるという意見も
あった。
　一方，組織や社会に対して積極的な姿勢をもつ表現を加
えることが重要であるという意見，牽引という文言は自律
的な行動という意味においてよいという意見，牽引という
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言葉については特に嫌悪感は学部内で見られなかったとい
う意見なども寄せられた。策定の過程ではこのような賛成
意見と反対意見が見られたが，最終的には「組織や社会を
牽引する能力」で了承された。

⑵　愛媛大学憲章との整合性

　愛大学生コンピテンシーと愛媛大学憲章の整合性も議論
となった。愛媛大学憲章は，「知識や技能を適切に運用す
る能力，論理的に思考し判断する能力，多様な人とコミュ
ニケーションする能力，自立した個人として生きていく能
力，組織や社会の一員として生きていく能力を育成する」
という文章で策定時の愛大学生コンピテンシーの５つの能
力を示していた。そのため，愛大学生コンピテンシーの５
つの能力を改訂することについては否定的な意見もあっ
た。愛媛大学憲章は大学の教育研究に関する理念や目標，
目指すべき方向性などを定めたものであり愛大学生コンピ
テンシーはそれにそって構成されるべきだという意見，愛
媛大学憲章を近々見直す予定がないのであれば愛大学生コ
ンピテンシーを見直すべきではないという意見などがあっ
た。
　このような反対意見が見られたが，社会の変化への対応
を進めるためには５つの能力の見直しが重要であるという
意見，愛媛大学憲章に示された育成する能力を踏まえてよ
り高い水準の能力を設定しているので一定の整合性はとれ
ているので改訂する方がよいという意見が見られた。結果
として，愛大学生コンピテンシーの５つの能力を改訂する
ことが了承された。

⑶　カリキュラムとの整合性

　カリキュラムとの整合性も議論となった。愛大学生コン
ピテンシーの改訂の検討と同時期に共通教育に未来思考支
援科目群を導入する検討も行ってきた。そのため，カリ
キュラムに導入する未来思考支援科目群を念頭に入れて新
しい愛大学生コンピテンシーを定めることができた側面が
ある。「地域や国内外の課題に関心をもち，よりよい未来
に向けて貢献できる」という力は，未来思考支援科目群と
対応させたものである。また，共通教育カリキュラムにお
いて学士基礎力が廃止され，愛大学生コンピテンシーが重
要な教育理念として位置づけられることになった。
　一方で，新しく愛大学生コンピテンシーで定めた５つの
能力と１０の力に対応する授業科目が設定されていないので
はないかという意見，例に示された用語の能力を身につけ
る授業は設定されているのかという意見があった。さら
に，今回の愛大学生コンピテンシーの見直しにより，３つ
のポリシーを見直す必要があるのではないかといった意見
もあった。

８．今回の改訂の意義と残された課題

　愛媛大学内でのさまざまな意見を集約することで，2024
年度から適用される愛大学生コンピテンシーが策定される
ことになった。全学的に検討して社会の変化に対応した愛
大学生コンピテンシーに改訂することができた点は一定の
評価ができるであろう。
　一方で，改訂の過程ではさまざまな意見が出されており，
いくつかの課題も残されていると言える。ここでは，残さ
れた課題を２点指摘しておきたい。
　第一に，愛媛大学憲章との整合性をどのように考えるか
である。社会の変化が激しい中では，卒業生に身につける
べき能力は今後も変化していくであろう。今回の愛大学生
コンピテンシーの改訂において，愛媛大学憲章との整合性
の課題について多くの教職員から意見があった。愛媛大学
は愛媛大学憲章で学生が身につける具体的な能力を示して
いるという特徴をもっている。愛媛大学憲章という大学の
理念を記す文章に具体的な能力を示したことで，大学の内
外に愛媛大学の教育の方向性を浸透させた効果は大きかっ
たと言えるだろう。
　一方，大学の理念を記す文章に具体的な能力が記されて
いることによって，愛大学生コンピテンシーの改訂案を検
討する上で制約条件になった点も否定できない。他大学で
は，大学憲章のような大学の理念を記す文章において，よ
り抽象的に教育の方向性を示し社会の変化に柔軟に対応す
ることができる表現になっている場合が多い。大学におけ
る憲章は簡単に変更するべきものではないが，今後の社会
の変化に柔軟に対応していくためには，愛媛大学憲章の表
現の方法を修正することも検討できるであろう。
　第二に，愛大学生コンピテンシーは教育における方向目
標のままでよいのかという課題である。2012年の策定時の
教育研究評議会資料では，愛大学生コンピテンシーはその
習得度を測定することはできるが，評価の対象外と位置づ
けられていた。また，愛大学生コンピテンシーは，正課教
育だけでなく，準正課教育，正課外活動も含めた大学生活
全体の活動によって身につくという考え方をとっており，
学生に参加を義務づけられない準正課教育や正課外活動の
効果を大学として保証することは難しいという意見もあ
る。
　一方，愛大学生コンピテンシーは正課教育であるカリ
キュラムとの整合性も高まり，学生がどの程度身について
いるのかの評価結果も蓄積してきた。また，すでに中期計
画では愛大学生コンピテンシーの習得度を大学の評価指標
としてきた。専門分野の知識以外の幅広い能力に対する社
会の期待も高まるとともに，その質保証と情報公開もより
求められるであろう。このような現状を踏まえると，方向
目標から到達目標への変更や習得度を評価するルーブリッ
クの作成なども今後検討できるであろう。
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資料１　2024年度の愛大学生コンピテンシーのパンフレット
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